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Abstract

Weconsideredthepresentstatusandassignmentsasforhumansexuality

educationinJapan,inordertomakefullyunderstandthemethodologyasessen-

tialeducation.Using literatureanddocumentation,Wedividedthehistory of

humansexualityeducationinto4timesasfollows;̀timeof educationforcon-

trolsexualdesire'at1900-1940years,̀timeof purityeducation'at1941-1960

years,̀timeofsexualityeducation'at1961-1980years,and t̀imeofhumansexu-

alityeducation'at1981-years.Althoughhumansexualityeducationinmodern

timewascompletedasconceptwhichhasn'tsexdiscrimination,incomparisonto

othertimes,WepointedoutthathumansexualityeducationbasedonhealthprO-

motionandhealtheducationareneededtobuildhealthyandcleanhumanity.In

thispoint,abilityandcapacityinteachershouldbeimprovednotonlyinhuman

sexualityeducation,butalsoinhealthpromotionandeducation,althoughtokeep

learningenvironmentmorehealthyandclearly.Atleast,intheview pointof

infectionwithHIV,HBV,HCV,orotheradisease-causingmicroorganism,early

pregnancy,drugabuse,etc.,humansexualityeducationmaybepeerlessvaccine

forpr･eventaboveproblems.Also,mostimpor･tantlear･ningforhumanitybuilding

washumansexualityeducation.

Ⅰ.諸言

近年､我が国では性情報の氾濫により､青少年の性感染症､望まない妊娠､性犯罪､援助交

際､HIV感染者の増加等､数多くの性に関する問題が生じている｡また､性の意識や性行動の

低年齢化 (早熟化)も進行 している2)3)22)｡現実的な心構えや経済力がないにも関わらず子ど

不都城市立妻が丘中学校
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もを産み､育児放棄や幼児虐待が増えている｡また､生まれたばかりの乳児をどこにでも連れ､

あたかもペット感覚で育てていると見紛 う場面も見られる｡それでも､性教育の大切さを考え

ることは､保健の授業以外では､大きな事件などが起こらない限りほとんどない1)｡小林ら1)

は､多くの教師が性教育に積極的に取り組んでいきたいと考えていながら､生徒指導の問題や

価値観の多様化などの問題もあり､現行の性教育に遅れを感 じているとしている｡あるいは､

大多数の教師が性教育というものの大切さをわかっていながらほとんど関わっていない1)｡事

実､性教育が子どもの ｢役に立っている｣のは僅か3割との報告もある2)｡

学校現場における性教育に関する問題は種々指摘されている1)｡学習指導要領では､いくつ

かの教科､道徳､特別活動のなかで性に関する内容を取り扱 うように示されているが､実際は

保健体育でしか扱われないことが多く､その内容も教科書中心である｡教材 ･資料も学校にあ

る古いものを使用 しているケースが多い｡文部科学省や各都道府県は､手引き書4)5)を出すな

どして性教育充実に取り組もうとしているが､性を学ぶことが人間性向上に繋がり､かつ陶冶

しているとは必ずしも言い難い現状があることも事実である｡

性教育には､教師自身の生き方やその積み重ねが問われる｡性教育の成果に教師自身の人間

性が大きく影響することは論を待たない｡それゆえ性を学ぶことは､教える側にこそ重要であ

ることを教師自身が認識するべきである｡性を学ぶことは､命の尊厳､人を愛すること､子ど

もを産み育てること､老いて行き､必ず死を迎えることを教えることと同質 ･同等であるとい

える｡あるいは､真剣さや真撃さを以って臨まねば無意味と同然となる学習課題であり､万人

共通して陶冶すべき課題ともいえる｡特に二次性徴を迎え､心身の不均衡が顕在化しやすい思

春期では､学校保健活動の成否を占う極めて重要なテーマであるといえる｡

以上に鑑み､本研究では学校教育として望ましい性教育の理念や内容について考究すること

を目的とした｡具体的には､これまで我が国の性教育史を文献的に辿 り､歴史的経緯や社会的

背景と現状とを照合し､検討した上で､現代の性教育のコンセプ トおよび今後の学校教育とし

ての性教育の在 り方について私論を加えた｡

Ⅱ.研究方法

戦前から現在に至るまでにおける性教育に関する文部省通達事項及び関係書物などを中心と

して､文献的な探索 ･検討を行った｡その重要内容を年代的にまとめる一方､当該時期におけ

る社会的関連事項との照合ができる年表を作成した｡これについての記述をしながら､現在の

性教育の現状と課題について検討 した｡

Ⅲ.結果と考察

1.性欲教育時代

表 1は､1900年から1940年における我が国の性教育に関する事項を我が国における社会的背

景や他国との比較において記したものである｡我が国にとっての1900年前半は､いわゆる戦前 ･

戦中に位置する時代であるが､｢第一次性教育ブーム｣と言われるほど､多くの性教育に関す

る書籍 ･雑誌や新聞の記事が見られる8)9)12)｡それは､医学者､教育学者､心理学者､学校教

員､作家等様々な立場とそれぞれの観点から展開されてお り､その中には､翻訳紹介されてい
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たHLF外の性教育論の内容も多く含まれている')｡ r性欲教育｣は､+に ドイツから輸入された

性教再内容がir-;F一となっている9㌧ しか し当時の我が国における性 とは､宜 しくないイメージ

表 1 性欲教育時代 (日本の嬰明期 ･再興期)における重要事項
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で扱われていたこともあり､性欲教育の主要な目的とは性欲の抑制を教育することであった｡

学校教育としての性教育は､医学者の富士川瀞が､高輪中学の生徒 (男子)に向け､｢手淫｣

(自涜 :自慰 :オナニー :マスターベーション)をさせないため､また ｢花柳病 (かりゆうびょ

う)｣(性病､性感染症)に感染しないためにその恐ろしさを講演したことが最初であると言わ

れている9)(表 1)｡また､このような身体の健康を守るためだけではなく､純潔が汚されるか

ら生殖器を弄んではならない､という道徳的なルールを教えることもねらいであった｡そのよ

うな中､山本宣治は自慰を ｢思春期の青年の間に可成普通の事｣であるとし､行為そのものよ

りも､自慰に対する恐怖心から有害性を信じ込むことによって生じる害のほうが大きいと述べ､

｢自慰は常態の性である｣という命題を､自らの調査に基づく統計結果から実証 している4)13)0

同じく富士川は､教育の元々の意味は ｢導き出す｣であり､｢性欲教育｣という語は､性欲を

導き出すという意味になり､｢頭の悪い文句｣である9)と主張している｡その後､性欲は性の

すべてではない､といった性欲教育批判が展開されその名は消えていくこととなる｡

この時代の性教育の特徴は､人間の本能である性欲を悪として決めつけたことにあるといえ

る｡自慰の害をいくら強調したとしても､その行為を防ぐだけの効果はなかった13)と言われて

いる｡性行動を管理することなど無理な話だったと言わざるを得ないが､この点は現代の性教

育における教訓にも結び付いている｡性教育の本質とは､子どもの性を管理することではなく､

子ども自らが高潔なる性 (人間性)に成っていくことを実現していくことにある｡この理念と

は大きくかけ離れた実情が見出される一方､この時期にそれぞれの立場から性教育の必要性を

訴える教育者は多く､性教育のあるべき姿を巡って批判し合いながら議論が進められたことが

現代性教育の幕開けに繋がったことも否定できない｡

2.純潔教育時代

表 2に示すように､純潔教育の時代は､わが国にとっては戦後から復興にあたる時期である｡

1939年の敗戦後､売春婦や花柳病 (性病)の羅患者が急激に増えるなどIl)､大人の性行動は大

きく変化 し､青少年にも刺激を与えた｡その根本は､敗戦からわずか3日後､占領軍に対する

｢慰安｣計画が開始されたことにあると推測される｡｢慰安｣計画の中心は､政府によって設立

された買売春業者たちの特殊慰安施設脇会 (RAA)であった｡政府がRAA協会を設立した表

向きの理由は､｢一般婦女子｣の ｢純潔｣を占領軍から守るため､というものであったが､そ

の真の意図は､占領軍兵士に ｢慰安｣の場を提供することで外交を円滑に進めることにあった

とされている7)-5)｡ しかし､花柳病の蔓延によって7ケ月足らずで活動停止となり､その罷患

率の高さを重く見たGHQは1946年 3月､RAAのすべての ｢慰安所｣に占領軍将兵が立ち入る

ことを禁止 した｡GHQの意向通 り､日本政府は廃娼に取 り組んだが､対外的理由によって表

向きの公娼廃止を行っただけであった｡売春婦にさせられた女性は何の保障もなく使い捨てら

れ､その殆どがその後私娼になったと言われている7)0

そのような社会情勢下､日本の性教育は教育政策として初めて純潔教育としてスター トして

いる｡文部省社会教育局によってすすめられた純潔教育施策は､当初､風俗対策､治安対策の

一環として位置づけられた-5)｡それは､この施策の出発点が､内務省および関係省庁によって､

1946年に決定された ｢私娼の取締 り並びに発生の防止｣であったことに表れている｡この中の

｢『闇の女』の ｢発生防止及び保護対策｣の中で記された ｢子女の教育指導によって正しい男女

間の交際の指導 ･性道徳の昂揚をはかる為措置を講ずること｣､｢正しい文化活動を助成して青
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年男女の縫全な思想を酒巻するために措置を紙ずる｣の実現が､純潔教育だった7)15㌧

1947年文部省は､｢純潔敬弔の実施について｣を発表 し､同等の人格として生活 し子J軌する

表2 純潔教育時代 (日本の顎明期 ･再興期)における重要事項
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男女間の道徳､秩序を打ち立てることが新日本建設の重要な基礎であると定めた｡1949年､文

部省学校教育局より ｢新制中学校の教科と時間数の改正について｣との通達が出され､｢体育｣

が ｢保健体育｣となり､70時間の健康教育を行 うことが定められた14)｡また､GHQ指導下で

文部省体育局は､中学校保健計画実施要項 (試案)｢成熟期-の到達｣を作成 し､男女の生殖

器､月経､射精､青年期の身体的変化について中学生が学習することとなった6)｡その指導目

標として､①青年期の発達の種々相について理解を深める､②青年期に通常起こる多くの欲望､

衝動および感情に対する健全な心構えを与える､③遺伝､子孫の永続および子孫の向上発展に

関する事実についての理解を与える､があげられている14)｡

1955年には､｢純潔教育の進め方 (試案)｣がまとめられ ｢純潔教育の普及徹底に関する建議｣

が提出された｡この試案では､純潔教育の対象時期を胎児期 ･新生児期 ･乳児期 ･幼児期 ･少

年期 ･青年期の6期に分け､それぞれに詳 しい目標と内容項目を示し､性の指導を人間形成の

一環としてとらえている｡その反面 ｢純潔とは､一口には両性間の精神的､肉体的関係を正し

くするための指導または対策｣という表現があったため､純潔教育の道徳的側面のみが強調さ

れる一因となった14)｡翌年､｢中学校保健体育科のうち保健学習について｣という通達が出さ

れ､｢成熟期-の到達｣が改訂された｡その備考に ｢この学習にあたっては､性の純潔に関す

る道徳を高めることをねらいとして指導にあたること｣､｢この内容の取り扱いには､男女の性

別を考慮 しで慎重に指導すること｣などが加えられ､生殖器等の記述が姿を消し､生理学的内

容は縮小された7)14)15)0

このように学習指導要領を見る限り､学校教育での性教育は定着したかに見える一方､実際

の学校現場では､教師の性教育-の抵抗感も強く､この内容が実践されるには多くの課題があっ

た7)｡正 しい性知識を教えることを標梯しつつ､性に関する知識は一部与えられたにすぎず､

結局は道徳面を重視した教育だったことが容易に推察される｡

｢男女間の正しい道徳秩序を打ち立てる｣ことを目的とした純潔教育の本質とはどのような

ものだったのか｡社会的背景に立脚 しながら当時の実情と照合すると､政府は､女性が公然と

売買される社会を正当化しておきながら､買春に携わった女性たちを ｢醜業婦｣と称して ｢日

本の恥辱｣とし､｢純潔でない｣ことは ｢個人責任｣であるとの転嫁 したのである7)｡純潔教

育において ｢純潔｣を強調したことで､多くの女性を ｢売春婦｣にした体制側の責任に目隠し

をする役割を果たすことになった7)ことが指摘されている｡社会的背景との関わりから純潔教

育の成立過程と変遷をみたとき､まさに占領下の売買春政策を政治的に補完する役割を担わさ

れていたと言っても過言ではない｡そして､この時代の言行不一致といえる ｢純潔教育｣の名

残は､現代における社会文化にも色濃く存在することをうかがうことができる｡

3.SexualityEducation時代

この時代の性教育関連事項を表 3に示 している｡1960年以降､わが国の社会は著しい変化を

見せた｡テレビ･ラジオの普及によりメディアの影響が大きくなり､性に関する情報も溢れ出

してきた｡フリーセックスや同棲などのブームも起こり､性解放-の風潮が現れてきた14)｡種々

の媒体 (写真集など)が自動販売機等で容易に手にはいるようになり､世代を追 うごとに身体

的発達が促進される ｢発達加速化現象｣が目立ちはじめ､氾濫する性情報の中で心が体の成長

についていけないアンバランス化が顕著に現れるようになった14)0

1964年アメリカでは､SIECUS (アメリカ性情報 ･教育協議会)が設立され､人間の性は､
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表3 SexualltyEducatlOn時代 (日本の勃興期)における重要事項
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SexuaLlly(セクシュアリティ)であると提唱 した｡言い換えれば､｢性は生活にu遷 したものJ

｢人間の生活史全休の根低にあるもの｣など､性と生を同じ次元でとらえる考え方が拡充され

るようになった7)L.)b協会創設者の一人であるカーケンダールは､｢セックスとは身体的部/I)千

それにr姻わる子J軌を指すが､セクシュアリティとは人格全休および人格と人格の触れ合う)Jlj】

r姻係の全てを含む概念である｣と述べている1㌔ また､キヤルデロンは ｢セックスとは両脚の

問 (性昔話)にあたるものだが､セクシュアリティとは両耳の間 (脳)にあるものだ｣と説明し

ている7㌧現lLのU木の性教If亨にも､このSIECUSの+娘や取り組みが強く影響 している.

1972年､文部人臣惣ulの公益法人として r財団法人U本性教笥協会 (JASE)｣が.=iMJされ.

代表的な性教育推進機関となった.その定期刊手招とを通してSIECUS関連の著作物等も轟JLi介さ

れ､次第にU木の研究者や実践者の取り組みも出版されるようになった｡学習指導全額におい

ては､社会の様々な変化に対応てすべく､生物学的知織を与える必資性が再び唱えられるように
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なった｡性を生理面あるいは道徳面などの単一的見方で捉えるのではなく､人間教育､全人教

育として捉えようとする風潮が現れてきたのである14)｡ しかし､純潔教育までの流れ､および

現代の性教育の実情を踏まえると､指導の実際では､生理的側面の知識理解に重点が置かれ､

性的問題行動-の対応のみの場合が多かったと推察される｡

そのような最中､戦後より続いていた純潔教育あるいは道徳主義的教育は後退し､純潔教育

という言葉は再び性教育という言葉に置換されていった｡その背景には､女性解放運動の影響

による ｢純潔｣という言葉そのもの-の批判､あるいは性をめぐる価値観の多様化などが関係

したと考えられている7)ll)｡一言で括ると､女性が貞操を守ることに重きが置かれ､男性の性

行動の自制についてはあまり重きが置かれなかったのが純潔教育であり､｢純潔｣とは女性に

のみ押しつけられてきた性道徳規範とさえいえる｡それゆえ､女性の性を抑圧し､男女の対等 ･

平等な関係を阻害してきた ｢性の二重規範｣を象徴する言葉だった7)ll)との指摘もなされてい

る｡その後1981年､文部省や教育委員会のバックアップのもと､全国性教育研究団体連絡協議

会 (性教協)が結成され､翌年 ｢人間と性｣教育研究協議会 (性教協)が誕生した｡性教協は

憲法や教育基本法が指し示す両性の平等と個人の尊厳にもとづき､｢科学 ･人権 ･自立 ･共生｣

の4つの鍵概念をもとに､人格形成をめざす性教育実現のため結成された7)0

この時代は､純潔教育から脱却するに比例して､性が人々に肯定的に認識されるようになっ

てきた時代であると受け取れる｡若者を中心に様々な性意識が生まれ､人々がそれを語 り出し

た時期ともいえる｡この時期の我が国の文化的変遷ともいえる性-の意識変化は､いわば ｢生

殖の性｣だけでなく ｢文化の性｣として､相互の人格を尊重したHumanSexuality教育が性

教育であると考えられるようになってきた時代であったことを示 している｡

4.HumanSexualityEducation時代 (現在の性教育)

1980年代以後､我が国の経済や文化は一つの最盛期を迎え､ハー ド面およびソフ ト面ともド

ラマティックな成長を遂げた｡これに伴い､ワール ドワイ ドの規模で情報社会が巨大化した｡

我が国の背景のみならず､生起した事象の内容は､平和化､合理化､組織化､科学化の定義で

括れるものが多い (表4)｡とりわけ､インターネットがワール ドワイ ドに普及 したことによ

り､多大なる利便性などと引き換えに､望ましくない情報や環境が蔓延するようになった｡そ

れは､青少年に性行為を奨励するかのような過激なものも多く,インターネットを含む種々の

媒体によって人々､特に青少年の性意識の変容が進んだ7)｡性産業の多様化と風俗業界の拡大

も目立ち､生徒をも含む売買春までもが一般の間に広がり､教育界でも大きな問題になった7)0

他方､1981年のAIDS症例報告から､性教育ではAIDS教育に重きを置くようになった｡当時､

AIDSについての情報が入 り乱れ､AIDSパニックが起こった23)とされている｡そこで､文部省

は､誤解や偏見を取 り払 うことをねらいとして ｢AIDSに関する指導の手引｣を1988年に作成

して各学校に配布 した｡1992年には ｢AIDSに関する指導の手引｣全面改訂など､様々なAIDS

教育に関する改善が今 日まで実施 されてきたが､学校教育におけるAIDS教育は動いていな

い24)との指摘もなされている｡あるいは､性教育そのものが低調であり､保健も弱体であり､

それは基幹的教育活動の欠落に起因する24)との見方も存在する｡1990年代に入ると､信 じがた

いことに､以前では考えられなかった子どもの性の商品化までもが報告されることとなる7)0

1992年､この年は教育界では ｢性教育元年｣と呼ばれ､性教育ブームが巻き起こった年10)であ

る｡1999年には､文部省が ｢学校における性教育の考え方 ･進め方｣を刊行 したほか､AIDS
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予防教育を念頭においた手引きも多く出された｡ しかしながら､1990年代後半からは､先述の

ように情報通信技術が発達 ･普及したことにより､性情報を簡単に入手することができるよう

になった｡因みに､現代では､高校生のほぼ100%､中学生の60%ほどが携帯電話を所持する

時代である6)｡携帯でのメール利用は､いわゆるアダル トサイ トなど-のアクセスも含めて､

性活動の活発化をもたらしており22)､これらにより､諸々の トラブルや事件に巻き込まれる子

どもたちが増えている｡援助交際等の少女売春も大きな社会問題になったが､その背景には世

界最大級とも形容される ｢買春許容社会｣の現実があることを忘れてはならない7)｡この点に

も､わが国の性教育の歴史的経緯を知る意義がしめされている｡種々の性犯罪や性的虐待等も

年々被害が増加 してほか､同性愛者や性同一性障害 (GID)をはじめとするトランスジェンダー ･

インターセックスの人々-の偏見も日本では強く残されてお り､障害者や高齢者の性に対する

問題も課題として残されている｡

2000年に入ると ｢性教育バッシング｣の動きが顕著になった｡2002年の ｢思春期のためのラ

ブ&ボディBOOK｣回収 ･絶版､2003年の都立七生養護学校視察 ･教材没収などはその顕著な

例である10)25)といえる｡ 特にバッシングの対象とされたのは､①小学校低学年に ｢ペニス｣

｢ワギナ｣ と性器の名称を外来語で教えること､②小学校で ｢性交｣について教えること､

③性器付きの人形を教具として使 うこと､④中学校以下で ｢コン ドームの使い方｣｢ピル｣に

ついて教えること､など､いずれも学校の性教育の授業に関わることであった10)｡
このような ｢性教育バッシング｣の影響もあり､ここ数年は､学習指導要領の範囲内で数多

くの ｢手引き｣類が各都道府県 ･市町村などで作成されている｡ しかし､その手引きがどのよ

うに現場で活用され､そのIntervention(介入)の成果がどの程度挙がっているのかについて

の科学的根拠は､ローカル レベルで提示されるにとどまっているといえる｡事実として､望ま

ない妊娠やクラミジアなどの感染症は増加の一途をたどっていること一つをみても､学校での

性教育が子どもたちの健やかな未来に充分に保証できるものになっていないと考えられる2)｡

性教育とは､人格の完成と豊かな人間形成を究極の目的とし､人間の性を人格の基本的な部

分として生理的側面､心理的側面､社会的側面などから総合的にとらえ､科学的知識を与える

とともに､児童生徒等が生命尊重 ･人間尊重 ･男女平等の精神に基づく正しい男性観や女性観

をもつことによって､自ら考え､判断し､意志決定の能力を身に付け､望ましい行動を取れる

ようにする26)ことであるとされている｡性教育が質量とも過不足なく全 うされる上で､人間性

教育 との意であるHumanSexualityEducationの中身が啓発 される必要があろう｡Human

SexualityEducationに､かつての性欲教育や純潔教育のような偏った方針は伴っていない｡

その理念の正しさについて議論する余地は,無いといっても過言ではない｡したがって,現代

における性教育の課題を論 じるためには､HumanSexualityEducationの理念の良し悪Lに

ついての検討を行 うよりも､現行の理念をどのように過不足なく実施するのか､ということに

立脚する方が妥当かつ効率的である｡

Ⅳ.今後の性教育

性欲教育時代は性の管理に重きを置いた｡現代では､性が個人の ｢人権｣として考えられる

ようになった｡これは､他国も同様であり､｢人間の性｣は､民主主義や人権意識の高まりと

ともに変化してきた21)｡本研究において試みた､歴史僻轍による縦断的検討と､文化的比較に
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よる横断的検討は､表 1- 4に記載 している内容として簡潔的にまとめられた｡また,これら

記載内容は,わが国における性教育の成立過程とその基盤､理念､今後の方向性などを示唆し

ている｡性教育における標的である ｢人間の性｣は､他国との相互的な関係性の中で､歴史的

経緯および社会的背景と密接に結びついている｡

さらにここで､性教育を検討するための必要な視点として､健康との関わりについて述べて

みたい｡子どものライフスタイルや健康は､子どもを取り巻く環境や家庭に大きく左右される｡

子どもの健全な発育 ･発達には家庭環境の良好な状況が不可欠である｡現在､核家族化や養育

機能の低下､各家庭の孤立､匿名化が進み､組織的なっながりが大きく損なわれる傾向が懸念

されており､社会性 ･コミュニケーション能力の低下も大きな社会問題となっている｡これに

関して､青少年の性行動には､ライフスキルが関係 しているとの指摘がある｡喫煙や飲酒､薬

物乱用などが性交経験と深い関係があること､朝食を食べないなどの生活習慣も関係があるこ

と26)が認められている｡ 家族に関するセルフエステイームが低いほど､性行動のリスクが高

い26)ことも示されている｡これらは､望ましい性教育は､健全な環境における確かな健康教育

によって保障されるということを示 している｡HumanSexualityEducationを過不足なく､

確かに実施していくには､その根底あるいは平行線上に心身の健康を維持増進する教育の存在

が絶対不可欠であるといえる｡

したがって､性教育のさらなる推進を図るには､-ルスプロモーションの理念に倣 うことが

有益と考えられるが､-ルスプロモーションの考え方を基盤とした性教育は少ない26)のが現状

である｡家庭と学校､地域社会の人々や関係機関等連携しながら､子どもが自らの健康をコン

トロールする能力を育成 ･強化することが､結果として有意義なる性教育を行っていることに

繋がるといえる｡

人間の本能である性は神秘である｡｢性は生｣と表現されるように､性教育では､命の尊さ､

素晴らしさを学びあうものである｡そしで性教育においては､命の尊さ､素晴らしさを理解で

きるだけの心身の健全さを重視せねばならない｡ここで､性とは健康であることを主張したい｡

したがって､伝える側の教師においては､まず自身が自らの健康と理性をコン トロールする

能力を維持増進することが不可欠である｡ もちろん､学習環境を含めた物的環境の清潔､

高潔も当然必要である｡ したがって､性教育には､Kolbe27)が提唱しているHealthPromoting

School(健康推進校)での学習が不可欠である｡その実践には､保護者や地域からの協力も

含めたHealthPromotelnitiativesの8領域の実践が必要であるが､とくに､教師が-ルスプ

ロモーションの理念に基づいた性教育の意義を考える必要があろう｡

本研究にて用いた文献は,その数や領域幅からしても不充分な部分があることは否めない.

本研究知見も含め,わが国の性教育の歴史的考証や今後の方針などを更に検討していくことを

今後の課題としたい.
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